
 

 

 

 

 

日本の文化は、感情を表に出さない、相手の気持ちを察することができることが美徳とされ、「あ・うん

の呼吸」「以心伝心」などの言葉があります。しかし、欧米型のコミュニケーションも当たり前になり、互

いに言いたいことをきちんと伝えて合意形成を得ることが一般的になっており、両方によいところがある、

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

黙っていて困るときは、トラブルが起こったときです。 

トラブルを抱えたことを人に話すということは勇気がいるものです。一方で「悩みは人に話した時点で

９割が解決」といった言葉があり、また、カウンセリングは解決方法を教えてもらうことではなく、話を聴い

てもらいながら、自ら解決方法を見つける行為です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、私は、日頃から「困ったら言ってね」「助けて、ということは恥ずかしいことではないよ」と言うこ

とにしました。児童には、困ったら誰かに SOS を出すよう伝えていきたいと思います。先生方にも「困った

らすぐに言うように」伝えています。一人で悶々と悩むことを否定はしませんが、望ましいことではありませ

んし、複数でアイディアを出し合って対応する方がいいと思います。上の□でいうと④に近い対応です。 

聴く側は「まずは聴く」、話す側は「まず話してみる」、そして「一緒に考える」ことが大切だと思うので

す。 

保護者の皆様も、何かありましたら、まずは学校にご一報いただきますようお願いいたします。 
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・自ら学ぶ創造的な態度をもつ子ども 

・豊かな心を持ち人と協力できる子ども 

・健康な体をもち最後までがんばりぬく子ども 
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助けて、と言える子供、大人になる 
 校長 赤 塚 恒 太 

例えば 野球をしていて、守備側がピンチになりました。 

さて、どうしましょう。 

①ピッチャーだけが悩む 

②ピッチャーとキャッチャーが悩む 

③ベンチから伝令が出てピッチャーに監督の指示を伝える 

④ナインが集まり、対策を考える 

などなど 

 

トラブルが大きくなった子供に、「どうして話してくれ
なかったの」と聞くと「親や先生に迷惑をかけたくな
ったから」と言うことがあります。 
「そういうのは迷惑じゃないよ」と思う一方で、 
「言っても無駄だと思っていたのかな」「信頼されてな
かったのかな」など複雑な気持ちになったものです。 

 

問題や悩みを抱えて、自分では
解決しきれないと感じたとき
に、相談したり、助けを求めた
りする態度を「援助希求（えん
じょききゅう）」と言います。
児童にこの能力を育むことも大
切ですが、大人もこのＳＯＳを
しっかり受け止める必要があり
ます。 



１８６９年（明治２年）７月１７日、探検家である松浦武四郎

氏が明治政府に「蝦夷地」に変わる名称として「北加伊道（北海

道）」を提案しました。この日にちなみ、平成２９年から北海道条

例で７月１７日を「北海道みんなの日」と定められました。 

条例の第１条には下記のように書かれています。 

「道民が、縄文文化の歴史、アイヌ民族の歴史、開拓の歴史など

北海道のこれまでの歴史、北海道の持つ豊かな自然及び風土並び

にこれらの中で培われた北海道の文化、産業等についての理解及

び関心を深め、北海道の価値を改めて認識し、道民であることを

誇りに思う心を育むことにより、将来にわたり自主及び自立の精

神に基づき、一体となってより豊かな北海道を築いていくことを

期すとともに、道外において、北海道の価値が、広く認識される

契機となることを期する日として北海道みんなの日を設ける。」 

 ご家族の会話の中に、北海道の歴史や自然、風土、文化を話題

にしてみてはどうでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事  

１ 月 
児童会活動 

中学年集金日（～５日） 

２ 火 
いじめ問題子どもサミット ＰＴＡ登

校指導 

３ 水 宿泊学習（５年生） 

４ 木 宿泊学習（５年生） 

５ 金 
宿泊学習回復休業日（５年生） 

漢字検定（会場：緑陵中） 

８ 月 クラブ活動 

９ 火 
プール学習（２・６年） 

夏休み前図書返本（11日まで） 

10 水 
薬物乱用防止教室（５年） 

児童会活動 

11 木 
算数サポート（高学年） 

ＰＴＡトイレ手洗い場清掃 

15 月 海の日 

16 火 ＰＴＡ花壇草取り 

18 木 
夏休み図書貸出（高学年） 

ＰＴＡ図書清掃 

22 月 クラブ活動 

23 火 夏休み図書貸出（中学年） 

24 水 修学旅行説明会 

25 木 夏休み図書貸出（低学年） 大掃除 

26 金 
終業式 午前授業・給食あり 

上靴クリーンデー 

27 土 
夏季休業（～８月２５日まで） 

   ８月２６日（月）２学期始業式 

30 火 ＰＴＡ活動 資材整理 

 

   

７月２６日(金)１学期終業式 
（午前授業で、給食があります。） 

苫小牧市内の全小学校共通の取組として年２

回（１０月、３月）の通知表配付を行っていま

す。１学期終業式は通知表を持ち帰りません。 

運動会にご理解ご協力いただきありがとうございました。 
１５日（土）に無事に運動会を実施することができました。 

保護者の皆さまにおかれましては、児童の健康面や心の面での支援、観覧マナーなどの遵守などご理解ご協

力をいただきました。また、地域の皆様におかれましては、グラウンドの連日の大きな放送などにつきましてご

理解をいただき、また、登校の際にも児童へ温かいお言葉掛けをいただいているところです。 

おかげ様で、児童は、努力することの大切さや、仲間と協力することの大切さなどについて学ぶことができま

した。今後とも本校の教育活動にご支援賜りますようよろしくお願いいたします。 

ここ数年にわたり、ご協力いただいた「運動会」「学習発表
会」後のアンケートを廃止することといたしました。コロナ禍にお
ける行事の望ましい在り方について検討することが主なねらい
でしたが、現在、感染状況が落ち着いてきたことや、保護者の皆
様の負担軽減が廃止の主な理由です。今後は、PTA役員会を
通して、改善に向けたヒントをいただこうと考えています。ご理解
ご了承いただきますようお願いいたします。 

１学期に英語の学習でお世話になった ALT の

リサ先生が、帰国するためお別れになります。 

2学期からは新しいALTが赴任する予定です。 

 

 

 

運動会の写真 


